
課題
同社は企業買収によって会社を拡大しましたが、�財務業務やサプ
ライチェーン、その他のプロセスなどが縦割り型に孤立し、一貫
性がなくなったことが課題となっていました。� 複雑な IT 環境と
断片化された構造の中で、オートメーションは選択肢のように思
えませんでした。

ソリューション
�業務のさらなる統一を目指していた同社は、自動化したいという
希望を叶えるために Automation Anywhere に声をかけました。
センター オブ エクセレンスによって自動化の試験に成功した
後、�財務、業務、規制、人事、その他の領域でも自動化が一気に
進みました。同社は、標準化された全体手法を維持しつつ、独自
の自動化ワークフローを作る権限をローカルチームに与え、自動
化の取り組みをさらに加速させました。

結果
�一元的な標準化とローカルレベルでの柔軟性を組み合わせた同社
の取り組みは Amazon Web Services を利用して行われ、�結果的
に自動化プログラムは迅速に拡大し、1 年で 145 %の成長を達成
しました。そうした成長は、ビジネス全体で行った自動化による
ものです。25,000 時間の節約、年間 134 万ドルのコスト削減、
注文処理時間の 3 分の 1 短縮などはすべて、200 のオートメーシ
ョンにより生み出された成果です。

AI 駆動型の自動化でチームを強化し、
医療機器メーカーで百万ドル超のコス
トを削減

事例	 Automation Co-Pilot AWS

25,000
削減された時間数

同社は、呼吸器疾患やその他の慢性疾患
患者のケアを変革するクラウド型医療機
器を開発しています。

3 倍
注文処理が高速に

130万ドル
年間削減額

中央集約型の配送モデルが
必ずしも最適ではないこと
に気付きました。その結
果、分散型の配送モデルに
取り組むことにしました。

ディレクター、ビジネスプロ
セス変革部門

Automation Anywhereについて
オ ー ト メ ー シ ョ ン・ エ ニ ウ ェ ア は、 人 が ア イ デ ア、 思 考、 フ ォ ー カ ス を 用 い て 企
業 を 強 化 で き る よ う に 支 援 し ま す。 私 た ち は、 世 界 で 最 も 洗 練 さ れ た デ ジ タ ル 
ワークフォース プラットフォームを提供し、ビジネスプロセスを自動化し、人を定型的な業務から解放す
ることでよりよい仕事環境の実現を支援します。

製品に関するお問い合わせやデモをご希望の場合は、下記ホームページ、もしくはメールアドレスからお
申し込みください。
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